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衣服圧が唾液の消化作用に与える影響

　　一加圧部位の違いについて一
　　奈良女大　家政　○田中佐和子　大倉香里　緑川知子

被　　服

【目的】整形用肌着による身体圧迫が唾液の消化反応にどのような影響を及ぼしているか、

また、影響があるとするならば、それが加圧部位によってどのように修飾されるかについ

て知見を得る目的で実験を行った。

　【方法】被験者は、環境温26±2℃の実験室で、ショーツとゆとりのあるワンピースのみを

着用し、90分間椅座安静を保った後、ロング丈のガードル（ＬＯＮＧ）・ショート丈のガ

ードル（ＳＨＯＲＴ）・ボディスーツ（B.S.）のいずれかを60分間着用し、その後整形用

肌着を脱衣して40分間安静を保った。その間、唾液重量・アミラーゼ濃度・ヨウ素でんぷ

ん反応による消化反応時間を測定し、着用感アンケート・衣服圧測定を行った。

　【結果】加圧による唾液重量の減少・除圧によるその増加が、ＬＯＮＧ着用時において最

もよく認められたが、ＳＨＯＲＴ着用時・B. S.着用時にはこれらの現象はあまり認めら

れなかった。加圧によりアミラーゼ濃度が減少する傾向・加圧による唾液の消化時間の遅

延が、ＬＯＮＧ着用時・B. S.着用時に認められたが、ＳＨＯＲＴ着用時にはその傾向は

認められなかった。これらの結果について、衣服圧の面から考察を加えたい。

２ Dp－ ２ タイツの着用感と快適被服圧について
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　E目的］現在、タイツはパンティーストッキングと同様に多くの女性に着用されている。し

かし、これまでにパンティーストッキングに関する研究は多く報告されているが、タイツ

に関する研究はほとんど見あたらない。そこで本研究では、現代の衣生活に対応したタイ

ツ設計の基礎的資料を得るために、タイツの着用感と快適被服圧の関係について検討する。

　［方法］　市販のタイツ（ＡＤ、ＡＳ）の中からデニール数を考慮して15種類のタイツを

選定し、健康な成人女子10名に着用させた。タイツ着用時の主観的評価を、着用しやすさ、

なめらかさ、すけにくさ、圧迫感、動きやすさ、ずれにくさ、総合的評価、および各部位

の圧迫感からなる評価項目を用いて行った。さらに、ウェスト部、腹部、大腿部前面、膝

寫部、下腿部後面、足首部において被服圧の測定を行った。これらの結果から、タイツの

快適さに影響する要因と力学特性および被服圧との関係について検討した。

　［結果］　タイツ着用時の主観的評価において、「総合快適さ」に影響する要因は「着用

しやすさ」「圧迫感」「動きやすさ」であった。また、主観的評価での各部位の圧迫感と

被服圧とはいずれの部位においても高い相関がみられた。さらに、大腿部および下腿部で

は、総合評価の高いタイツの被服圧レベルは、パンティーストッキングの快適被服圧レベ

ルに比べて、約2gf/cin'程度下まわることが明らかとなった。
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